
■
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
、
一
年
以
上
過
ぎ
た
今
も
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
故
郷

や
家
族
と
引
き
裂
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
べ
き
政
府
は
情
報

を
隠
蔽
し
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
今
ま
た
事
故
の
検
証
も
終
え
な
い
ま
ま
に
、
大
飯

原
発
の
再
稼
動
を
急
い
で
い
ま
す
。

　
野
田
首
相
は
、
原
発
の
安
全
基
準
や
原
子
力
規
制
の
枠
組
み
は
事
故
前
と
な
ん
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
強
引
に
再
稼
動
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
何
故
「
原
発
は
要
ら
な
い
」
と
い
う
国
民
の
思
い
が
届
か
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
電
力
会
社
を
中
心
と
す
る
「
原
子
力
ム
ラ
」
の
利
権
構
造
と
古
い
政
治
支
配
が

相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
４
０
年
も
の
間
、
原
発
地
帯
で
の
取
材
を
し
て
こ
ら
れ
た
鎌
田
慧
さ

ん
の
、
５
月
１
９
日
流
山
憲
法
集
会
の
講
演
で
、
電
力
会
社
や
国
が
一
体
と
な
っ
て

巨
額
の
金
を
地
域
に
ば
ら
撒
き
、
地
元
自
治
体
が
、
長
年
に
亘
り
原
発
マ
ネ
ー
に
依

存
し
て
き
た
実
態
を
聞
き
ま
し
た
。
「
電
源
三
法
」
に
よ
る
交
付
金
は
、
４
５
年
間

も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
巨
額
の
固
定
資
産
税
、
法
人
税
等
の
税
収
、
雇

用
や
電
気
料
金
の
割
引
、
電
力
会
社
か
ら
の
各
種
施
設
の
寄
贈
な
ど
の
「
恩
恵
」
を

も
た
ら
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
私
た
ち
国
民
の
電
気
料
金
や
、
税
金
か
ら
賄
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
国
会
の
事
故
調
査
委
員
会
で
、
菅
前
首
相
は
「
も
っ
と
も
安
全
な
原
発
（
の
対
策
）

は
、
原
発
に
依
存
し
な
い
こ
と
。
脱
原
発
だ
と
思
っ
た
。
野
田
首
相
や
す
べ
て
の
人

に
そ
う
い
う
方
向
で
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
野
田
首
相
は

こ
の
言
葉
を
重
く
受
け
止
め
、
直
ち
に
全
原
発
廃
止
の
決
断
を
す
る
べ
き
で
す
。

■
改
憲
は
戦
争
へ
の
道

　
衆
院
憲
法
審
査
会
で
は
、
現
行
憲
法
の
第
一
章
「
天
皇
制
」
第
二
章
「
戦
争
の
放

棄
」
な
ど
の
具
体
的
な
議
論
に
入
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
発
表
の
、
自
民
党
憲
法
改

正
案
で
は
、
天
皇
を
「
元
首
」
、
自
衛
隊
を
「
国
防
軍
」
に
す
る
な
ど
、
ま
る
で
戦

前
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
、
国
家
権
力
が
国
民
の
権
利
を
否
定
す
る
許
し
が
た
い
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
国
の
法
学
者
た
ち
が
、
世
界
１
８
８
カ
国
の
憲
法
を
分
析
し
た
結
果
、
様
々
な

国
民
の
権
利
を
明
文
化
し
た
日
本
の
憲
法
は
、
今
も
時
代
の
最
先
端
を
い
く
、
素
晴

ら
し
い
憲
法
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
（
５
月
３
日
朝
日
新
聞
）
今
、
政
府
が

第
一
に
す
べ
き
こ
と
は
、
改
憲
論
議
な
ど
で
は
な
く
、
国
民
の
願
う
原
発
事
故
の
収

束
、
震
災
か
ら
の
復
興
、
雇
用
・
年
金
な
ど
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
、
す
な
わ
ち

憲
法
を
守
り
、
憲
法
の
精
神
に
基
づ
い
た
「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
政
治
」
を
実

践
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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